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S 造建物の重量床衝撃音レベル予測計算法に関する研究 
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◆◆目目的的  
重量床衝撃音遮断性能の予測計算法に関する研究は，RC 造建物に関するものが多く，S 造建物に関するものは非

常に少ない．RC 造建物の予測計算法としては，インピーダンス法が実務上広く用いられている方法である．しか

し，RC 造と S 造では構造上の条件が異なるため，RC 造を対象としたこれらの予測計算法では S 造は適用範囲外で

ある．そこで，S 造建物の重量床衝撃音レベル予測計算法の検討を行うため，実現場において重量床衝撃音レベル

およびインピーダンスレベルの測定を行った．本報では，S 造建物の重量床衝撃音レベルおよび梁による拘束の影

響について検討し，重量床衝撃音レベル予測計算法に関する検討結果について報告する．  

◆◆概概要要  
S 造のホテル 3 棟において，インピーダンスレベル（インピーダンスレベル上昇量，共振によるインピーダンス

レベル低下量）および重量床衝撃音レベルの測定を行い，スラブのインピーダンス特性について検討した． 

スラブ素面の重量床衝撃音レベル予測計算法として，インピーダンス法を用いた予測計算法が広く用いられてい

る．この予測計算法は，RC 造建物を対象とした予測計算法である．そこで，測定したインピーダンス特性を用いて

S 造建物に適用できるか検討する． 

◆◆ままととめめ 

・ 大梁のスラブ端部のインピーダンスレベル上昇量は 2～8dB 程度，小梁は 1～4dB 程度であった．梁の大きさは

それぞれ同程度であったが，インピーダンスレベル上昇量は異なっていた．その要因として，鉄骨梁とデッキ

の納まりの違いによる影響が考えられる． 

・ 全時間応答インピーダンスレベルは全ての測定室で共振による大きな低下は見られなかった．梁による拘束の

影響が小さかったことが要因の一つと考えられる． 

・ 今回測定を行った建物のスラブは，建物Ⅰ，Ⅱでは山型デッキスラブ 180mm，建物Ⅲではフラットデッキスラブ

150mm であり，一般的な RC 造共同住宅に比べ薄かったが，タイヤの重量床衝撃音遮断性能は Li,Fmax,r,H(1)‐45～

55 であった．今回測定を行った建物において重量床衝撃音レベルが小さかった要因として，スラブの共振によ

るインピーダンスレベルの低下が小さかったことが要因の一つと考えられる． 

・ インピーダンス法による重量床衝撃音レベル予測計算法を用いて，インピーダンス特性を実測値に基づいた値

に変更することで，重量床衝撃音遮断性能の実測値と予測値は良く対応していた．今回行った予測計算は，ス

ラブ素面の状態における計算である．実測値は，二重天井，付加壁などの内装材の影響，居室のモードの影響

を含んでいる．予測値と実測値に差が表れていた測定室ではこれらの影響があったと考えられる． 

今後さらに実測値のサンプル数を増やすとともに，二重天井や内装材，室のモードの影響に関する検討を行い，

予測精度の向上に取り組んでいく予定である． 
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x/λb(f) ： スラブ端部からの距離と波長の比
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FFiigg..11  イインンピピーーダダンンススレレベベルル上上昇昇量量測測定定結結果果  

（（建建物物ⅠⅠ  大大梁梁））  

FFiigg..22  重重量量床床衝衝撃撃音音遮遮断断性性能能（（LL 数数））のの  

予予測測値値とと実実測測のの対対応応  
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